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研究成果の概要（和文）：本研究では、『尋常小学算術』（1935 年）に注目して、近代数学教育

史を再構成した。その結果、『尋常小学算術』がすでに戦時期の特徴を備えている点が明らかと

なった。ここでの戦時期の教育の特徴とは、「科学に対する工学の優位」と「文化的他者の喪失」

である。これらの知見から、戦時期と戦後初期の連続・非連続の問題、および遠山啓が提起し

た問題を読み解くことができる。 

 

研究成果の概要（英文）：This study clarified the history of mathematics education in modern 
Japan, by focusing on ‘Jinjo-shogaku-sanjutsu’, the 4th national authorized textbook 
of elementary schools, published in 1935. ‘Jinjo-shogaku-sanjutsu’ was understood as 
a progressive textbook which was compiled under the influence of Perry Movement. However, 
it was also based on the wartime thought, the elimination of others’ voice. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）本研究は、より包括的な数学教育史研
究の構想の一部である。その構想とは、1860
年から 1970 年代に至る数学教育の世界的な
展開過程を、「読み書き算」における算（計
算術）という近世的教育の公教育への制度化
（1860～1900）、近世的教育から数学的な経
験の再構成を行う教育への変容（1900～
1930）、国家レベルで制度化と学習経験の空

洞化（1930～1955）、数学教育現代化運動に
よる展望の再構築（1955～1970）という 4つ
の時期に区分して叙述する構想である。本研
究は、この全体構想の中心部分（第二、第三
の時期）である。 
 
（２）この全体構想において、本研究の課題
は、戦時期における世界的な学習経験の空洞
化のメカニズムを解明することである。アメ
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リカでは、生活適応教育の公教育への浸透に
よって戦時期に数学教育のアカデミックな
水準が低下したのに対し、日本では、戦時期
に数学教育のアカデミックな水準が高まり
ながらも、数学と工業との距離が接近し、数
学が最適な物や人間行動を設計するための
リテラシーに変質することで、数学の歴史的
性格が奪われていた。すなわち、戦時期にお
ける学習経験の空洞化は、総力戦体制におけ
る数学的教養の位置付けの違いを問わず、共
通して見られる特徴であり、その特徴に注目
することは世界的な数学教育史を叙述する
手がかりを与えるものと期待される。 
 
２．研究の目的 
（１）公教育再編期（1910～1941）の初等数
学教育の歴史研究は、これまで 2つの方向か
ら進められてきた。一つは、第 4期国定教科
書『尋常小学算術』（1935～1940）の内容や
それを編纂した塩野直道の教育思想を、現代
の教育理念の観点から肯定的に評価する高
木佐加枝（1980）、松原元一（1983）、奥招
（1994）らの研究である。もう一つは、「は
い回る経験主義」と批判された生活単元学習
の源流として戦前の教育の反知性主義的成
分を抽出する遠山啓ら（1962）の研究である。
これらの研究は対照的な結論を導きながら
も、いずれも公教育再編期におけるさまざま
な教育改革の試みを『尋常小学算術』に代表
させる問題を持ち、この時期の多様な教育実
践の可能性を追求することを難しくしてい
る。 
 
（２）本研究は、総力戦の経験から科学や技
術と数学との関連が強く求められるに至っ
た第 1次大戦後において、教育の実践と思想
に関してどのような可能性がはらまれたの
かを検討するものである。それを通して、算
数教育の実践、思想、カリキュラムの規定要
因を明らかにするとともに、算数・数学教育
の展望を得ることが、本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
（１）研究方法として、主に次の 3 点を用い
た。 
 
①戦前の主な教科書の内容分析。ここでは、
第 1期から第 5期に至る国定算術教科書の分
析、および五種選定期と戦時期における中等
学校数学教科書の分析を行った。 
 
②戦前戦後の主たる数学教育者・数学者の教
育言説の分析。ここでは、『尋常小学算術』
の編集を主導した塩野直道、戦時期から戦後
初期にかけて数学教育の正統を形成した和
田義信、および、戦後、和田および塩野の教
育思想を批判した遠山啓の三者を検討した。 

 
③『尋常小学算術』の編集に参加した高木佐
加枝ら、教育実践者の思想の分析。 
 
４．研究成果 
（１）本研究の成果としては、『尋常小学算
術』に関する研究動向を整理した他、戦時期
の教育と「数学教育改造運動」の関係につい
て新たな理解を提示することを通して、『尋
常小学算術』を戦時期の教育に包括する解釈
を提示したこと、および、その知見に基づい
て、戦時期と戦後の教育の関係について、強
い連続性を見出したことである。以下、これ
らの知見を、「数学教育改造運動」の再定義、
「改造運動」と対比される「戦時期」の特徴、
戦時期と戦後初期の関係の順で概括したい。 
 
（２）「数学教育改造運動」の再定義 
①本研究では、『尋常小学算術』の特徴を捉
えるため、今日『尋常小学算術』で代表され
る数学教育改造運動の再定義を試みた。一般
に改造運動は、中等教育の数学に着目すれば、
ユークリッド『原論』からの離脱、代数と幾
何の融合（幾何の代数化）、中等教育への微
積分の導入（そのためのグラフの導入）など
で特徴づけられ、初等教育の数学に着目すれ
ば、一定の形式化された計算術の教育から、
図形と関数を含む全般的な数量生活の改造
の教育への移行として表現できる。そして両
者の背景には、第一次大戦を契機とした産業
と教育の連結、および世界的な子ども中心主
義の思潮がある。このような従来の説明を総
括し、本研究では、改造運動の根本的な特徴
を変動する現代への関心と見なした。改造運
動以前の教育に共通するのは、古代ギリシャ
の理想への一致として表現されるリベラ
ル・エデュケーションの理念であり、静的な
大人社会への子供の参入という教育の理念
である。これに対して、改造運動は、総力戦
体制への対応、民主主義社会への対応のいず
れを問わず、変動する現代社会への関心で貫
かれている。リベラル・エデュケーションや
それの現代的な変種である厳密に語る能力
の重視に対して、改造運動は、数学を使って
現実的な問題を解くという現実的な問題解
決能力が重視されているのである。さらに、
改造運動では、子どもの主体としての意識を
学習の過程に織り込むことの有効性が認め
られ、またそのこと自体を教育の目的の一つ
になった点でも、特徴的であった。 
 
②小倉金之助によって作られた数学教育史
の定型は、改造運動に非歴史的な進歩的価値
を付与する一方で、戦時期の教育の暴力性と
非合理性を強調していたことから、『尋常小
学算術』は 1920 年代の改造運動の粋である
のか、戦時期の教育に含まれるのか、といっ



た、改造運動と戦時期との連続・非連続の問
題が形成されていた。しかし、本研究では、
現実の問題解決への関心として改造運動を
特徴づけたことから、改造運動から戦時期へ
の移行という世界的に共通した現象は問題
なく説明できることとなった。 
 
③それでは、1920 年代の改造運動と中学校用
一種検定教科書で代表される戦時期の教育
とを同一視して良いかという問題が発生す
るが、本研究では、『尋常小学算術』にみら
れる教授行為を統制する意識と、1920 年代に
おける「子どもの発見」という事態のずれに、
わずかながらも、初期の「改造運動」と戦時
期の教育の差異を見出すことができた。1900
年代に形成された数学教育の原型に対する
対抗関係の中で形成された 1920 年代の「改
造運動」では、授業中に生徒がちょっとした
思い付きをしたエピソードを喜ぶ実践記録
があふれていた。いわば、一定の真理を生徒
に授けるという古典的な「教授」のスタイル
に抵抗する主体として、生徒が授業に登場し、
そこに教師たちは授業改革の可能性を見た
と言える。 
 
④しかし、ある場面と一定の働きかけの中で、
さまざまな数学的関係を発見していく生徒
との出会いに心を打たれた教師たちの経験
は、教育測定運動を介して導入された客観テ
ストとそれを基礎づける学習理論のもとで、
生徒に効果的に数学を発見させる授業法と
して定型化していった。そして、『尋常小学
算術』は、改造運動の過程で開発されたさま
ざまな教材を盛り込みながらも、同時に、生
徒と児童の休息時間すら計画し、統制しよう
とするテキストとして成立している。中学校
用一種検定教科書という事実上の国定教科
書が、単元学習の壮大な実験であると同時に、
均質な学習を全国的に普及させる装置であ
ったことを想起すれば、『尋常小学算術』は
すでに戦時期の産物であると見ることがで
いる。 
 
（３）「改造運動」と対比される戦時期の特
徴 
①それでは、1920 年代の「改造運動」と対比
される戦時期の特徴とは何か。まず考えられ
るのは、科学に対する工学の優位である。一
種検定教科書には、何かを最大にしたり最小
にしたりする最適化問題が頻出する一方で、
ユークリッド『原論』の定理の体系は崩され、
厳密な論証の価値は失われている。論証され
た命題とそうでない命題の価値的な差異を
強調することは、西洋数学の導入以来、中等
学校（特に中学校）の数学（特に幾何）の伝
統であったが、戦時期には、論証よりも、帰
納的に数学的な関係を発見すること、さらに

は自らの状況に応じて、数学的諸概念を発明
することに価値が置かれた。このことを、本
研究では、科学に対する工学の優位と述べた。 
 
②ただし、科学に対する工学の優位は、論証
という古代ギリシャの価値の内面化よりも、
現代的な問題解決を優先しようとする点で、
1920 年代の「改造運動」にも多少ながら共通
していた。その点での両者の差異は、論証の
重要性を疑わない古典的な数学教育思想が
残存していた 1920 年代と、資源の最適な活
用が国家的関心事であった戦時期との時代
の違いにすぎない。 
 
③それでは、1920 年代から戦時期への変化は
単に、現実的な問題意識の強化だけであった
のか。ここで本研究は、古典的な価値観が残
されていた 1920 年代には、現実的な問題解
決能力への収れんに歯止めをかける文化的
他者が存在したと解釈した。これに対し、戦
時期には、現実的な問題解決（直接的には総
力戦の遂行）という価値と関係を持たない文
化、あるいは現実的な問題解決という現在的
価値観を相対化する可能性を持つ文化が消
された。たとえばピタゴラスの定理は「三平
方の定理」と書き換えられた。和算が数学教
科書に登場したが、それは「日本人」の創造
的知性の証拠立てをすることで、若者を鼓舞
するという現在的関心からであった。高等女
学校用数学教科書では、欧米と日本の人口ピ
ラミッドが比較された後、高等女学校の生徒
に「覚悟」が求められた。教科書が戦争の遂
行という現在的関心に貫かれた結果、「日本」
が一元化されるとともに、その一元化された
「日本」と関心を共有しない「他者」が消さ
れた。生徒の入っていく社会像が一元的に設
定された上で、その社会（総力戦体制）にお
いて最大限に力を発揮する生徒を養成する
ことが求められたのが、数学教育の「戦時期」
であった。1920 年代に生徒の「発見」をつづ
った実践記録には、他者としての生徒が描か
れていたが、戦時期には、生徒は、効果的に
数学を発明する他律的存在に置き換えられ
ていた。 
 
（４）戦時期と戦後初期の関係～遠山啓の問
題提起 
 効率的に数学を発見させることに力点を
置いていた点で、戦時期の教育は人工的な環
境の構築を志向していた。同様に、戦後初期
の教育は、アメリカの大衆消費社会が想定さ
れた架空の環境の中で数学を計画的に発明
させようとする志向を持っていた点から、戦
時期との連続性を指摘できる。戦時期と戦後
初期の連続性は、一種検定教科書の執筆者と
第 2期学習指導要領（算数科）試案の文部省
担当者が共通していたという事実だけでな



く、『尋常小学算術』で表現された強固な教
育思想が持続していたことによる。 
 そして、遠山啓が生活単元学習批判を通じ
て問題提起をしたのも、この両者の結びつき
であった。最適な学習環境を計画しようとす
る思考の中に、他者としての生徒が存在しな
いことに対して、遠山は批判していたと言え
る。しかし、彼自身がその点に自覚的になる
のは、彼が小学校の教室に入って他者として
の子どもと出会う 1963 年になってからであ
った。それまでの約 15 年間に、遠山は、リ
ベラル・エデュケーションの立場から戦後新
教育を攻撃し、最適化を求めた戦時期の教育
思想だけでなく、他者としての生徒を発見し
た改造運動の思想をも押し流してしまった。
こうして、戦前のさまざまな実験の経験が失
われ、どこに立ち戻ってよいのかわからない
という、現在の状況が生まれた。 
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